
市長記者会見資料 

 

到津の森公園の入園料及び市民の支援等について 

 

１ 開園日 

 

皆さんが心待ちにしている開園日については、平成１４年４月１３日（土）

に設定した。 

 

 

２ 入園料 

 

入園料については、 

 

    大人  ８００円（上限１，０００円） 

    中高生 ４００円（上限  ５００円） 

    ※小人は上限と同額の１００円 

 

   とすることとし、運営状況と市民の支援の状況を見ながら、その後の入園料

を考えたい。 

 

 

３ 無料期間 

 

新しい施設を多くの市民に知っていただくため、平成１４年４月１３日（土）

から４月２６日（金）までの２週間、無料開放する。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 議会からの要望 

 

入園料を設定するにあたっては、入園料の上限を定めるいわゆる公園条例の

改正が１２月議会で可決されたが、実施にあたっては、議長、副議長より、 

 

① 子供料金については、子育て支援の意味も込めて旧到津遊園（５００円）の５

分の１の１００円と特段の配慮がされているが、大人料金については従来どお

りとなっており、西鉄から引き継ぐ際に赤字を出さないようにとの市民の要望

を踏まえたものであることは理解しているが、現下の経済状況を踏まえ、手軽

に利用できるよう当面の軽減を図ってほしい。 

② 大人料金を軽減した場合、財政的には苦しくなるので、存続を望んだ各種団体

などにエサ代の経費などへの協賛金を働きかけたらどうか。 

③ 開園時に、オープン記念として１～２週間、無料オープンを考えてほしい。 

④ 市議会としても積極的に行動する。 

 

との申し入れがあった。 

 

 

５ 市民の支援について 

 

この申し入れをふまえ、収支の検討を行ったが、例えば大人料金を２００円

軽減した場合、年間３８万人の入園見込みで約４，０００万円の収入不足が生

じることとなる。 

旧到津遊園の存続に際し、多くの署名要望をいただいた経緯もあり、「到津の

森公園基金」に加え、この収入不足を補うための市民による支援制度として、 

エサ代を支援する「動物サポーター」（主として団体・企業向け） 

運営を支援する「友の会」（主として個人向け） 

 の２つの制度を創設する。 

   これらの市民支援制度で、年間４，０００万円の収入目標をたてており、市

民の協力により、収支不足を補い、料金の軽減を行いたい。 

 

 

 



＜動物サポーター＞ 

「動物サポーター」には、これまで保育所連盟から２００万円、幼稚園連盟

から１５０万円の継続的な支援の申し出をいただくなど、１１の団体から約５

００万円の応募をいただいており、又、市職員にも協力を求めることとしてい

る。 

   １口１，０００円（年間）からとしているので、広く企業、団体からの協力

をお願いしたい。 

 

   特典（１年間有効） 

① 個人サポーター（３口未満）の入園料は、団体料金の６００円を適用

する。 

② 個人で３口（３千円）以上の加入者には、無料フリーパス（顔写真つ

き）を１枚発行する。 

    ③ 個人で１０口（１万円）以上の加入者には、無料フリーパス（顔真 

  つき）４枚又は家族フリーパス（顔写真つき）１枚を発行する。 

      ※上記①～③は友の会と共通の特典 

④ 法人サポーターには、５万円ごとに１枚法人パスを発行する。 

⑤ １０万円以上の支援については、動物展示施設の前にサポーター 

  を掲示する。 

 

＜友の会＞ 

「友の会」は会員制度とし、１口１，０００円で２万口（２，０００万円）

の目標をたてている。 

市議会議員にも協力をいただける見込みであり、多くの市民に加入していた

だき、市民の動物園を支えていただきたい。 

 

   特典（１年間有効） 

    ① 会員（３口未満）の入園料は、団体料金の６００円を適用する。 

    ② 個人で３口（３千円）以上の加入者には、無料フリーパス（顔写つ 

 き）を１枚発行する。 

③ 個人で１０口（１万円）以上の加入者には、無料フリーパス（顔写 

    真つき）４枚又は家族フリーパス（顔写真つき）１枚を発行する。 

 



 ＜到津の森公園基金＞ 

   「到津の森公園基金」は、平成１２年６月から募集をはじめて、これまでに

約３，０００万円の寄付をいただいている。 

   「基金」の目標額は２億円とし、動物の購入費用や園内での文化的な活動費

に当てることとしたい。 

   会社の創立記念などの節目の寄付や企業の社会貢献に期待したい。 

 

   特典 

    ① 個人で１万円以上の寄付者に１年間の無料フリーパス（顔写真つき） 

を１枚発行する。 

    ② 個人で１万円以上の寄付者名を刻銘板に掲示する。 

    ③ 団体で５万円以上の寄付者名を刻銘板に掲示する。 

 

 

６ 募集活動 

 

   １月１３日の JR 小倉駅前での募集活動を皮切りに、１３日・１４日の両日

に市内８ヵ所で、市議会の協力を得て、街頭での募集活動を展開する予定であ

る。 

今後は、存続を要望した団体にも呼びかけるほか、広く市民に協力を呼びか

けるので、皆様の格段の協力をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考 

 

 ＜到津の森公園基金＞ 

   寄付額 ３０，５０２，５４１円（平成１３年１２月２８日現在） 

        企業・団体：２０，１５０，７８７円（１９６件） 

        個   人：１０，３５１，７５４円（８２６件） 

       （うち市職員： １，９７３，３６０円（２６３件）） 

 

   ※主な寄付団体 

     北九州青年会議所     ２６５万円 

北九州市私立幼稚園連盟  １８７万円 

     北九州市保育所連盟    ３４８万円 

     北九州市獣医師会     ３００万円 

     ㈱芳賀          ２００万円 

     河内温泉㈱        １００万円 

 

 ＜動物サポーター応募状況＞ 

     北九州市私立幼稚園連盟  １５０万円（キリン１頭、ライオン１頭） 

     北九州市保育所連盟    ２００万円（ゾウ１頭） 

     小倉中央ロータリークラブ  ３０万円（ﾌｸﾛﾃﾅｶﾞｻﾞﾙ､ﾌﾟﾚｰﾘｰﾄﾞｯｸﾞ） 

     尾倉幼稚園         ２０万円（ヤギ） 

     (社)北九州緑化協会      ２０万円（コウノトリ）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

     勝山産業㈱         ２０万円（ライオン） 

     ひびき灘開発㈱       １０万円（レッサーパンダ） 

     東部緑地管理㈱       １０万円（カバ） 

     西部緑地管理㈱       １０万円（トキ類） 

 


